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開
敵
国
劃
脊
6
月
市
議
会
定
例
会

助
役
に
三
井
芳
久
氏

収
入
役
に
経
津
藤
一
郎
氏
を
選
任

一
般
会
計
に
ニ
億
四
千
六
十
五
万
九
千
円
を
追
加

6
丹
市
議
会
定
例
会
は
、
6
月
6
日
に
招
集
さ
れ
、
げ
日
終
了
し
ま

し
た
。会
期
中
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
比
議
案
で
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
議
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

4
『
助
役
に
選
任
さ
れ
た
三
井
芳
久
氏

d

司
収
入
役
に
選
任
さ
れ
た
経
理
藤
一
郎
氏

議
決
さ
れ
た
主
な
議
案

マ
弱
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
詳
描
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出

の
総
額
に
二
億
四
千
六
十
五
万
九
千
円

を
追
加
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
総
額
を
八
十

六
億
二
千
六
百
十
五
万
九
千
円
と
す
る

も
の
で
そ
の
主
な
内
容
は
、

総
務
費
で
は
、

遊
歩
道
新
設
事
業
と

し
て
六
百
万
円
と
、
衆
議
院
の
解
散
に

よ
る
総
選
挙
の
執
行
経
費
七
百
二
十
七

万
一
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

民
生
費
で
は
、

精
神
薄
弱
者
更
正
施

設
「
新
川
む
つ
み
園
」
建
設
負
担
金
一

千
六
百
四
十
四
万
円
と
、
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
三
千
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、

今
回
新
た
に

林
業
振
興
地
域
育
成
対
策
事
業
の
地
域

指
定
を
受
け
た
の
で
、
調
査
費
と
し
て

百
六
十
二
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

商
工
費
で
は
、

新
規
事
業
と
し
て
、

市
道
北
鬼
江
中
川
線
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等

設
置
事
業
費
七
百
五
十
万
円
と
、
小
口

事
業
資
金
預
託
金
二
千
万
円
を
増
額
計

上
し
、
水
族
館
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
と
し
て
、
二
千
百
十
五
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

土
木
費
で
は
、

道
路
新
設
改
良
費
三

千
万
円
、
河
川
補
修
費
一
千
万
円
を
計

上
し
、
北
陸
自
動
車
道
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
設
置
協
力
費
と
し
て
、
八
百
五
十
万

円
、
ま
た
、
総
合
公
園
の
補
助
対
象
事

業
に
か
〉
る
設
計
委
託
料
四
百
三
十
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

教
育
費
で
は
、

東
部
中
学
校
校
舎
危

険
改
築
事
業
費
、
二
千
六
百
八
十
二
万

八
千
円
。

北
陸
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
埋
蔵
文

化
財
の
調
査
費
三
千
七
百
三
十
八
万
三

千
円
を
追
加
計
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
財
源
は
、
国

・
県
支
出
金
、

寄
付
金
、
繰
越
金
及
び
諸
収
入
を
充
当

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

崎
小
と
引
マ
弱
年
度
国
民
健
康

諸

制

保

険

霊

特

別

会

矧
踊
ぷ
計
補
正
予
算

大
和
土
マ
回
年
度
水
族
館
事

彰

産

1

表

M

M

業
特
別
会
計
補
正

午

瓦

持

予

算

築

制

高

年

度

水

道

重

刊誌町
一附
会
計
補
正
予
算

詠
一
明
蜘
マ
特
別
職
の
職
員
で

島

J

に
非
常
勤
の
も
の
の

闘

員

員

闘
一
笠
間
報
酬
及
び
費
用
弁

明
吋
の
伊
償
に
関
す
る
条
例

国
島
て
の
一
部
を
改
正
す

全
若
し

企

る

条

例

マ
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

マ
農
業
共
済
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

マ
都
市
計
画
事
業
加
積
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
施
行
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

マ
都
市
計
画
事
業
魚
津
駅
西
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
施
行
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

マ
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

マ
財
団
法
人
魚
津
市
開
発
公
社
事
業

計
画
書
及
び
決
算
書
類
の
提
出
に
つ

い
て

マ
市
営
住
宅
道
下
団
地
新
築
工
事
請
負

契
約
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
助
役
の
選
任
に
つ
き
、
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
収
入
役
の
選
任
に
つ
き
、
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

(2) 

加
積
地
区
土
地
区
画
整
理

審
議
会
委
員
の
学
識
経
験

者
き
ま
る

加
積
地
区
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委

員
の
内
学
識
経
験
を
有
す
る
方
を
2
名
、

市
長
が
選
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
次
の
方
々
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

選
任
さ
れ
た
委
員

魚
住
一
雄
諏
訪
町
日
の
叩

長
谷
川
宗
雄
吉
島
2
7
3
0

こ
れ
で
審
議
会
委
員
は
、
選
挙
に
よ

る
委
員

(
6
月
号
で
お
知
ら
せ
し
て
あ

り
ま
す
。
)8
名
と
あ
わ
せ
て
、
日
名
(

定
数
)
と
な
り
ま
し
た
。

・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ

日
年
度
請
負
工
事
発
注
状
況

ヘ
4
月

l
B
か
ら

6
月
初
日
現
在
で
、
J

一議
負
額
三
千
万
円
以
上
九
千
万
円
未

一

戸満
の
工
事
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
」

マ
市
道
慶
野
湯
上
線
橋
梁
整
備
工
事

契

約

5
月
初
日
(
出
橋
)

請
負
額
五
千
二
百
万
円

請
負
者
川
田
工
業
側

工

期

5
月
幻
日
i
日
月
日
日

マ
団
体
営
林
道
開
設
工
事

。
平
沢
線

契

約

請
負
額

請
負
者

工

期

。
成
谷
線

契

約
請
負
額

請
負
者

工

期

6 ~楠三 6
月岩千月
6崎七 5
日組百日
1 七
10 十
月万
31 円
日

6
月
5
日

五
千
二
百
万
円

長
田
組

6
月
6
日
l
m月
汎
日
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一
、
業
務
状
況
(
3月
末
現
在
)

O
給
水

人

口

三

二

、

四

九

四
人

O
給
水

戸

数

八

、
三
三
二
人

O
総
配
水
量

四
、
六
七
八
、七
九
0
.町

O
総
給
水
量

二

、
九
八
二
、
七
二
九
附

O
有
収

率

六

三

、七
五
%

ニ
、
経
理
状
況

日
年
度
末
に
お
け
る
、
損
益
勘

定
の
収
支
状
況
は
別
表
の
と
お
り
で
あ

り
ま
す
。
収
益
で
は
水
道
料
金
や
受
託

工
事
収
入
等
で
、

一
億
八
千
三
百
四
十

二
万
円
、
一
方
費
用
で
は
、
配
水
給
水

費
、
人
件
費
、
支
払
利
息
等
で
、
二
億

一
千
四
十
万
円
、
差
引
二
千
六
百
九
十

八
万
円
の
欠
損
と
な
り
、
繰
越
欠
損
金

二
千
百
七
十
五
万
円
と
合
わ
せ
て
、

水
道
事
業
の
業
務
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

日
年
度
末
の
累
積
欠
損
金
は
四
千
八
百

七
十
三
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

三
、
建
設
改
良
工
事

日
年
度
下
半
期
に
お
け
る
主
な

実
施
工
事
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

マ
県
道
黒
沢
、
上
村
木
線
外
2
路
線
配

水
管
布
設
工
事
(
六
工
区
)

(一

工
区
)

一

、
一
三
四
万
円

(二
工
区
)

六
八
二
万
円

(
一
一
王
区
)
六
三
二
万
円

(

四

工

区

)

九

六

五

万

円

(五
工
区
)

一

、
O
O五
万
円

(
六
工
区
)

七
五
三
万
円

マ
市
道
印
目
、
大
海
寺
野
線
配
水
管
布

設

工

事

一

三

二

万

円

マ
都
計
お
号
線
配
水
管
布
設
工
事

d
u
e
詰
H
W
筏
ふ
お

ge主
袋
詰
総
謹
総
務
担
W
J
自

GirII盟D
市政の動き(6月市議会定例会〉…2
水道事業の業務状況・.................3

市の財政状況・ . ........ . ..... . . .. . 4~5

国保税を値上げ・.....………・・・・…・・6

石けんと合成洗剤…………………ア

ε みんなの疋いいく・・・・…・・……・・….8
みんなのねんきん・・..........・・・・・・・・・9
あなだと図書館・.....................・・・引〕

あしらせ・................................11 
みんなの保健・ .. .. . . .. .. . .. . . .. .. . 12~13

ふるさとの文化財(40)・..........・・・・・・・14

?表紙・楽しさの中に厳しさを

体位 :千円)

ijx で入ト

予対す算る額割合に区 分 予算額
上半期 下半期

1むFらH 水収益 165，275 7，249 75，064 154，221 93.4 % 

受託工事収益 30，650 7，249 19，356 26，605 86.8 

そ の他の収益 3，004 300 2，295 2，595 86.3 

収 益合計 198，929 86，706 96，715 183，421 92.2 

原水及び浄水質 25，460 12，090 13，260 25，350 99.6 % 

配水及び給水費 28，786 9，152 18，204 27，356 95.0 

受託工事費 27，150 6，527 17，646 24，173 89.0 

総 係 費 71，281 32，559 37，820 70，379 98.7 

減価償却費 27，249 。27，088 27，088 99.4 
支 払利 ，自uρ 35，788 16，683 18，918 35，601 99.5 

その他費用 814 360 91 451 55.4 

費 用合計 216，528 77，371 133，027 210，398 97.2 

(う ち職員給与費)(60，377) (27，872) (31，769) (59，641) 98.7 

差 号| ム17，599 9，335 ム36，312 ム26，977

昭和54年度損益収支状況

=
=
一
二
万
円

マ
県
道
小
川
寺
木
下
新
線
配
水
管
布
設

工
事
(
一
工
区
)
八
五
三
万
円

(

二

工

区

)

六

O
八
万
円

マ
市
道
天
神
野
縦
線
配
水
管
布
設
工
事

(一

工
区
)

四
五
三
万
円

(

二

工

区

)

五
七
三
万
円

上野方スポーツ少年団サ、ジ力一部

指導員 川村千年

上野方スポーツ少年団サ、ジ力一部

は、結成されて4年目、練習は、毎

週日曜日で指導員2名、団員25名で

す。練習は、日曜日だけで決して充

分ではありませんガ、年々、実力は

上昇し、一昨年は全敗、昨年は3弓I
き分け、今年はすでに2勝しており、

将来は楽しみです。

当サッ力一部の特徴は、小柄での

んひ.りしているところです。サッカ

ーを通じて子供だちには、協調性と、

根情を檀えつけ、迫力ある思い切つ

だ行動ガ出来ることをモットーとし

ています。勝販にこだわらず、良き

思い出を残し楽しさの中に厳しさを

; 知り、将来に向って大きく治省いて

くれることを願っています。

父兄の方々も、子供に対し期待と

Z 希望を持って見守ってください。

町役時%臨時o/.;t;::四~夕、ね袋盟理P枕線開批叫町、

- ま ・ ・ 開通歯医‘週・咽.. '!.v::;"(.->::，-~ l.-ti1 しに能 . rで¥!
j局さやら|住でボ飼しきメさをメ‘主翼置語圏轟詰.:fillま次率水 水 泳 1
へいすなが宅くツ犬よど|いお| ・・a圃・圃・・・・・・・~弓孟認 すのよ坦 長 阪~I
jご 。いい床のだクはうきタ。かタ曹司司・Fiぜ祖 。こく使 港|爆 |
連そ場よ下増さス 、 。掃 | な l ・・E一一三M・..弘 之B包 と正用 -l 1)¥;:ミ1i 
1 の訴うや改いか出 除ボ いボ 聞~.(:.I J臥江温 リ 27 1議i
:く 際 へに構築。ら 入 をツ よツ ....?丸三.. JIII・E・卓司占a・ iを議 l

;5思議舞場Z 界5 LZ μ 凪遥~踊薗 努量3検タlYli
iいずしのので てメ 清の しの阪湾誼面画岨・瞳暢哩圃・圃留 をすり ー 1 ~ 、 r ) 
i 。市て検下メ つ| 潔中 て上 ・・・・・4週間冒圃圃量動哩圃・画 おる適 告十~'-ノ
水 く針に| なタ にを くに ・・・・・・岨~圃圃圃園面畠圃圃圃 願た正 目と 2 

; 道だしなタい| しと だ物 ・E・E・・E・ ・E・ ・E・- ぃめに ・

(3) 
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|55年3月31日現在|

長般会計:ゐ鼠批総額:82j億七!889治郎関

市
の
財
政
事
情
が
ど
の
よ
う
な
状
態

に
な
っ
て
い
る
か
を
一
年
に
2
回
市
民

の
み
な
さ
ん
に
、
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
七

十
六
億
七
千
百
三
十
万
円
で
、

M
年
叩

月
か
ら
日
年
3
月
ま
で
の
下
半
期
で
急

を
要
す
る
経
費
や
建
設
事
業
費
等
を
3

回
に
わ
た
っ
て
六
千
百
六
十
二
万
円
を

追
加
補
正
し
ま
し
た
。

さ
き
に
公
表
し
た
上
半
期
分
の
補
正

頒
を
加
え
る
と
八
十
二
億
一
千
三
百
八

十
九
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
も
の

水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
費
二
壬

d

司
完
成
し
た
上
中
島
小
学
校
校
舎

百
四
十
万
円
、
流
通
加
工
セ
ン
タ
ー
形

成
事
業
百
五
百
三
十
万
円
、
農
林
土
木

災
害
復
旧
事
岩
木
費
三
千
二
百
六
十
六
万

円
、
除
雪
対
策
費
二
千
九
百
六
十
四
万

円
、
国
民
健
康
保
険
総
出
金
二
千
万
円
、

魚
津
保
健
所
敷
地
購
入
費
七
千
四
百
三

十
六
万
円
、
県
単
道
路
改
良
事
業
負
担

金
一
千
四
百
六
十
六
万
円
、
私
立
保
育

所
措
置
委
託
料
一
千
五
百
五
十
二
万
円
、

そ
の
他
人
事
院
勧
告
に
よ
る
人
件
費
な

ど
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
団
体
営
土
地
改
良
事
業
費
四

千
七
百
二
万
円
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ

ル
事
告
市
費
三
千
五
百
六
十
八
万
円
、
東

部
中
学
校
危
険
改
築
事
業
費
一
億
六
千

五
百
二
十
五
万
円
、
馬
出
町
友
道
線
道

路
改
良
事
業
費
二
千
五
百
七
十
五
万
円

が
減
額
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、

3
月
末
現
在
の
各
執
行
状
況

は
、
次
表
の
と
お
り
で
す
。

% 

収
入

・
支
出
割
合

リ日

客員

3月末における収支状況

一 歳入 87.0% 
般会計

歳出 81.3% 

民健国 康保険
歳入 88.4% 

特
歳出 83.8% 

農業共済
歳入 97.6% 

男IJ
歳出 94.1% 

簡易道水
歳入 81.0% 

歳出 96.0% 
dヨb=、

道下水
歳入 75.2% 

歳出 73.3% 
計

族館水
歳入 58.5% 

歳出 63.2% 

市民の市税負担状況
人口 49.865人
世帯数 13，021世帯
(昭和55年 3月31日現在)

門木材引取税・特別土地円

保有税 210万円

入湯税
700万円

軽自動車税
1 ，332万円

気税
9，512万円 l主

たばこ消費税「

15，289万円

固定資産税
95，861万円

市民税
107，784万円

千円2

100% 90 80 70 60 50 40 30 20 10 

一時借入金の状況

借入済 借入先 借入期間

1'1 
北陸銀行20，000，000 54.12.28 

-55.1.5 

50，000，000 北陸銀行 54.12.26 

-55.4.2 

100，000，000 北陸銀行 55.1.26 

-55.4.2 

200，000，000 北陸銀行 55.2.19 

-55.4.2 

(4) 

電

|万円

73，620円

円守，
句

IJ
一
〒

3

の〆』。。

11，742円

4 5 8 10 9 
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も
め
た
高
た

ι品
川
温

画
書
一
昨

燃
え
よ
人
生
/
・
本
と
の
ふ
れ
あ
い
:
④

体
力
づ
く
り
に
/

い
よ
い
よ
暑
い
夏
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
そ
な
え
て
、
体
力

を
養
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
働
き
ざ
か
り
の
健
康
体
操
」
(
窪
田
登

著
)手
軽
に
で
き
る
体
操
の
数
々
を
、
写

真
を
使
っ
て
紹
介
し
て
あ
る
本
で
す
。

体
力
づ
く
り
の
、
よ
い
ガ
イ
ド
役
と

な
る
で
し
ょ
う
。

「5
分
間
な
わ
と
び
健
康
法
」
(
榎
木
繁

男
著
)
な
わ
と
び
は
、
ロ
ー
プ
一
本
あ
れ
ば

自
分
の
体
力
に
あ
わ
せ
て
、
す
き
な
ペ

ー
ス
で
で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

単
純
に
み
え
ま
す
が
、
そ
の
と
ぴ
方

は
、
制
種
以
上
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

一
日
に
、

5
分
間
だ
け
、
少
し
汗
を

か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
心
身
壮
快
法
」
(

河
野
良
和
著
)

砂
不
眠
症
の
克
服
勺
疲
労
感
を
と
る
に

は
H

な
ど
、
ム
シ
暑
く
、
眠
れ
な
い
日

が
多
い
こ
の
ご
ろ
、
お
役
に
立
つ
本
で

す。「
ス
タ
ミ
ナ
の
つ
く
食
事
」
(
東
畑
朝
子

著
)体
力
は
、
ま
ず
食
事
か
ら
ノ
ス
タ

ミ
ナ
食
で
夏
パ
テ
を
追
放
し
て
く
だ
さ

「
ト
リ
ム
健
康
法
」
(
増
田
靖
弘
著
)

最
近
、
ト
リ
ム
運
動
と
い
う
言
葉
を

耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ト
リ
ム
と
は
、
健
康
や
体
力
の
維
持

増
進
と
い
う
意
味
で
す
。

ト
リ
ム
運
動
は
、
朝
、
目
覚
め
た
ふ

と
ん
の
中
で
も
、
お
風
島
の
中
で
も
で

き
る
簡
単
な
も
の
で
す
。

一
度
、
お
た
め
し
く
だ
さ
い
。

「
頭
の
ジ
ョ
キ
ン
グ
」
(
上
野
一
郎
著
)

ク
イ
ズ
の
本
で
す
。
頭
の
体
操
を
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
ル
目
。
と
い
う
字
に
、
一
本
だ
け
線

を
加
え
て
、
他
の
漢
字
を
9
個

作
っ
て
く
だ
さ
い
。

で
き
た
で
し
ょ
う
か
?

こ
の
ほ
か
に
も
、
新
し
い
本
を
、
た

く
さ
ん
備
え
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り
3
冊
2
週
間

で
、
無
料
で
す
。

電
話
で
も
、
読
み
た
い
本
の
予
約
が

で
き
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

7 
目。
(月)7み
月ん
おのな
りおい
がしっ
みらし
でせよ
つに
< .1 
ろ。

つ

た
な
ば
た
の
か
ざ
り
つ
け
を

み
ん
な
で
し
ょ
う
ノ

幻
自
側
ク
イ
ズ
/

さ
あ
、
ク
イ
ズ
大
会
。
だ
れ

が
一
番
よ
く
し
っ
て
る
か
な
。

3
じ
初
ぷ
ん
か
ら
、
こ
ど

も
の
へ
や
で
、
ひ
ら
き
ま
す
。

川

柳

教

室

。
と

き

7
月
9
日
附

午
後
1
時
初
分
1

3
時
鈎
分

O
と
こ
ろ
魚
津
市
立
図
書
館

。
課
題
「
星
」
と
「
雑
詠
」

O
講
師
木
村
喜
見
城
先
生

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

ど
う
ぞ

74，844冊
(市民l人当リ1.5冊l

うちこども

34，352冊

況状用手
小
、
ー

の
へ
、
用
J

館

/

利

¥

¥

出

書

/

い

/

¥

人

一

人

図
議
川
崎
m

♂

度

d
w
¥
/
一久
♂
ω

年

/

で

a斗F
D
 
和昭
し
ヘ
料
J

f

資
¥

7
7
1
8
0
冊

青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
全
国
強
調
月
間

家
庭

・
学
校

・
友
人
・
社
会
環
境
な

ど
が
複
雑
に
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
こ
と

も
多
く
、
単
一
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

思
い
あ
た
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
早

く
正
し
い
道
へ
も
ど
す
よ
、
ス
み
ん
な
で

考
え
な
お
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
相
談

は
、
警
察
署
や
市
の
少
年
補
導
セ
ン
タ

ー
が
親
切
に
応
じ
て
い
ま
す
。

7
月
1
日
か
ら
7
月
白
日
ま
で
の
一

か
月
間
、
全
国
一
せ
い
に
、
行
わ
れ
ま
す
。

少
年
犯
罪
は
、
会
国
的
に
増
加
し
て

い
ま
す
。
非
行
の
原
因
は
、
案
外
と
身

近
か
な
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

(10) 

ーーーーー一一ーーーー一ーー一ーーーーー
一一ーーーーーー一ーーーーーーーー一ーーーーーーー一ーー一一ーーーー一ー一ー一一ー一ーー一ー一ー

第
初
回
魚
津
市
青
年
祭

4
阿
ろ
う
、
見
つ
め
よ
う
青
年
団
活
。
前
夜
祭

1
ス
ラ
イ
ド

・
バ
ン
ド
演

動
。
を
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
奏
・
の
ど
自
慢
大
会

地
域
を
愛
し
、
地
域
に
ど
っ
か
り
根
を
マ

7
月
6
日

制

午

前
9
時
i
午
後
5

お
ろ
し
、
地
域
に
貢
献
し
な
が
ら
自
己
時
ま
で

形
成
を
目
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
意
見
発
表
・
郷
土
芸
能
・
舞
踊
・

魚
津
市
連
合
青
年
団
が
、
地
域
に
お
け
演
劇
・
コ
ー
ラ
ス
・
書
道
・
絵
画
・

る
「
芸
能
」
「
文
化
」
趣
味
の
作
品
等
写
真
・
彫
刻
・
生
活
技
術
創
作

の
発
表
、
団
員
相
互
の
友
情
と
親
睦
を
・
他
国
体
の
発
表
や
茶
席
も
あ
り
ま

よ
り
一
層
深
め
る
格
好
の
場
と
し
て
、
す
。

青
年
祭
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。
・
午
前
9
時
i
午
後
3
時
ま
で
、
会

市
民
の
み
な
さ
ん
の
多
数
の
ご
来
場
場
前
広
場
で
日
赤
血
液
セ
ン
タ
ー
の

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。

し

ろ

ば

と

号

で

捌

人

献

血

を

行

い

ま

な
お
、
今
回
も
市
内
の
ひ
と
り
暮
ら
す
。

し

老

人

を

ご

招

待

し

ま

す

。

マ

会

場

市

民

会

館

マ
7
月
5
日

出

午

後
6
時
初
分

1
午
※
入
場
は
無
料
で
す
。

後
9
時
ま
で
。
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区廉費τ、ろまる函保税
O
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

今
ま
で
の
限
度
額
二
十
二
万
円
を
、

二
十
四
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
法
律
改
正
に
よ
る
も
の

で
す
。

O
所
得
割
額
の
引
き
上
げ

現
行
の
所
得
割
額
日
%
を
U
%
に
引

き
上
げ
ま
し
た
。

O
資
産
割
額
の
引
き
下
げ

資
産
割
額
で
は
、
現
行
の
ω
%
を
ぬ

%
に
引
き
下
げ
ま
し
た
。

O
被
保
険
者
均
等
割
額
の
引
き
上
げ

現
行
の
七
、
五

O
O円
を

一
、
五

O

O
円
引
き
上
げ
て
九
、
0
0
0円
と

1
レ
幸
小
t
し
れ
~
。

0
世
帯
別
平
等
割
額
の
引
き
上
げ

現
行
の
一
世
帯
九
、

0
0
0円
を
一
、

四
四
O
円
引
き
上
げ
て
、

一
O
、
四

四
O
円
に
し
ま
し
た
。

0
低
所
得
世
帯
の
負
担
の
軽
減

市
条
例
の
政
正
に
よ
っ
て
、
低
所
得

世
帯
に
対
す
る
六
割
四
割
の
軽
減
額

も
、
均
等
割
と
平
等
割
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
軽
減
額
が
増
額
さ
れ
ま
し

た。
O
毎
年
医
療
費
即
減
に
つ
い
て
心
を
を

く
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

医
療
費
は
医
療
基
準
の
改
定
が
な
く
と

も
、
毎
年
刊
%
位
い
自
然
に
伸
び
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
の
、
税
負
担
を
軽
く
す
る

に
は
、
ど
う
し
て
も
医
療
費
の
節
減
が

必
要
と
な
っ
て
来
ま
す
。
そ
れ
に
は
、

心
身
を
鍛
え
て
病
気
に
か
か
ら
な
い
こ

と
が
、
最
も
大
切
に
な
っ
て
来
ま
す
。

昨
今
の
医
学
者
の
間
で
は
、
病
気
に

か
か
ら
な
く
す
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ

の
生
活
環
境
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
マ
一

人
当
り
保
険
給
付
費

さ
れ
て
い
ま
す
。

八
九
、
五
四
二
円

各
{
丞
胞
で
も
、
病
気
に
か
か
ら
な
い

O
国
保
家
庭
小
冊
子
を
配
付

ょ
う
も
う
一
度
日
々
の
生
活
環
境
の
改
今
年
は
、
健
康
管
理
に
役
立
て
て
い

善
を
、
巧
え
て
見
て
い
た
だ
き
た
い
も
た
だ
く
た
め
に
、
国
保
{
丞
挺
に
「
国
保

の

で

す

。

つ

ぎ

に

ノ

ー

ト

」

や

「

保

健
シ
リ
ー
ズ
」
な
ど

O
M
年
度
の
被
保
険
者
一
人
当
り
の
税
の
、
小
冊
子
を
随
時
配
付
す
る
こ
と
に

負
担
額
と
、
医
療
に
要
し
た
保
険
給
し
て
い
ま
す
の
で
、
家
族
の
健
康
管
理

付
費
を
お
知
ら

せ

し

ま

す

。

に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

マ一

人
当
り
保
険
税
負
担
額
(対
調
定
)

国

保
に
対
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

三
三
、
八
八

O
円

市

役

所

内

線

2
1
8
へ
ど
う
ぞ
。

子
供
の
夢

2
3七
夕
ま
つ
り

2
3

七
夕
の
夜
は
、
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し

く
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
子
供
た
ち
が
、
楽
し
み
に
ま

っ
て
い
る
七
夕
ま
つ
り
が
や
っ
て
き
ま

す
が
、
一
方
で
は
、
竹
か
ざ
り
に
よ
る

火
災
や
海
岸

・
河
川
の
環
境
汚
染
が
大

き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
海
岸
や
、
河
川
を
き
れ
い
に

す
る
運
動
や
防
災
上
か
ら
、
鴨
川
や
角

川
へ
流
す
こ
と
は
取
り
や
め
と
な
り
ま

し
た
。
市
で
は
、
七
夕
か
ざ
り
の
集
積
場
所

と
時
間
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
て
い
ま

す
。。7月
7
日
午
後
7
時
ご
ろ
よ
り
午
後

8
時
羽
分
ま
で

会
大
町
小
学
校
周
辺
の
方
は
、

「
大
町
小
学
校
校
庭
」
へ

会
村
木
小
学
校
周
辺
の
方
は
、

「
村
木
小
学
校
校
庭
」
へ

な
お
、
当
日
両
小
学
校
の
出
入
口
は
、

防
火
上
一
か
所
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
順
序
よ
く
校
庭
に
入
り
、
ち
ょ
う

ち
ん
の
火
を
消
し
て
か
ら
指
定
の
場
所

に
お
い
て
お
帰
り
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
雨
の
た
め
に
両
校
校
庭

に
も
ち
こ
め
な
か
っ
た
と
き
は
、
各
自

で
印
セ
ン
チ
位
に
切
っ
て
、
各
町
内
の

ご
み
収
集
日
に
収
集
場
所
へ
出
し
て
く

だ
さ
い
。

(6) 

重
タ
固
億
一
税
を
値
上
げ
f

づ

療

室

|

|
昨
年
度
の
医
療
費
の

一
彦
三
伸
び
苦
手
5
%
-
|

毎
年
増
加
す
る
医
療
費
の
た
め
に
、

今
年
も
、
国
保
税
の
引
き
上
げ
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
か
ら

三
千
万
円
の
繰
入
金
を
し
な
が
ら
、
国

保
財
源
の
確
保
に
つ
と
め
て
い
ま
す
が
、

な
お
不
足
す
る
分
を
国
保
税
の
引
き
上

げ
に
よ
っ
て
、
充
足
し
、
国
保
財
政
の

健
全
な
運
営
を
は
か
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

次
に
、
国
保
税
の
税
率
の
主
な
改
正

点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
魚
津
ま
つ
り
」
の

日
程
と
行
事

夏
の
「
ま
つ
り
」
と
し
て
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
「
魚

津
ま
つ
り
」
の
行
事
の
日
程
等
が
、

次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

8
月
6
日
制

マ
三
市
二
郡
実
業
団
相
撲
大
会

8
月
7
日
同

マ
K
N
B
民
謡
の
つ
ど
い

マ
経
団
七
夕
ま
つ
り

マ
た
て
も
ん
祭
り

マ
灯
ろ
う
流
し

8
月
8
日
制

マ
市
民
と
警
察
と
の
つ
ど
い

。
音
楽
隊
パ
レ
ー
ド
。
白
バ
イ
走

行

。
警
察
犬
訓
練
。
パ
ト
カ
ー
試
乗

。
子
供
の
安
全
教
室
の
防
犯
ロ
ッ
ク

展マ
子
供
み
こ
し

マ
獅
子
舞

マ
た
て
も
ん
祭
り

マ
海
上
花
火
大
会

8
月
9
日
出

マ
P
L
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
1
ズ

マ
魚
津
工
業
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
パ

レ
l
ド

マ
中
学
女
子
せ
り
込
み
蝶
六
街
流
し

マ
一
般
せ
り
込
み
蝶
六
街
流
し

マ
若
い
衆
ま
つ
り

な
お
、
当
日
の
場
所
、
お
よ
び
時

間
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は
、
8
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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宿tずんと
合成績剤

くNo.l> 

1Ij'j和55年 7月l日発行

。
環
境
へ
の
合
成
洗
剤
の
影
響
を
防
ぎ
、

ま
た
畢

尻
れ
等
の
障
害
を
お
こ
さ
な

い
た
め
に
|

|
。

。
選
択
の
時
代
で
す
。
か
し
こ
い
消
費

者
と
な
る
た
め
に
も
、
各
種
の
洗
剤

の
品
質
表
示
を
、
よ
く
読
ん
で
か
ら

購
入
、
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
ー
l
。

5
月
1
日
か
ら
市
の
諸
施
設

(
保
育

園

・
学
校
等
を
含
む
。)
で
は
、
洗
剤
に

つ
い
て
、
す
べ
て
石
け
ん

(
ま
た
は
粉

石
け
ん
)
を
使
用
す
る

(や
む
を
得
な

い
設
備
・
機
器
を
有
す
る
施
設
の
み
無

リ
ン
系
の
合
成
洗
剤
を
使
用
す
る
。)こ

と
に
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
リ
ン
を
含

ん
だ
合
成
洗
剤
は
、
全
く
使
用
を
自
粛

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

。
そ
の
主
旨
は
・・・・・・。

合
成
洗
剤
の
使
用
に
つ
い
て
、
種
々

の
議
論
の
あ
る
な
か
で
、
環
境
保
全
へ

の
影
響
を
防
ぎ
美
し
い
自
然
環
境
を
守

る
た
め
に
、
何
よ
り
も
洗
剤
を
毎
日

使
用
さ
れ
る
消
費
者
の
方
々
の
、
洗
剤

に
つ
い
て
の
理
解
と
、
消
費
に
つ
い
て

の
協
力
が
必
要
で
あ
る
わ
け
で
す
が
、

そ
れ
に
は
ま
ず
、
市
が
率
先
し
て
模
範

を
示
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、

富
山
県
の

/ 

方
針
に
も
し
た
が
っ
て
、
今
年
昨
又
か
ら

実
施
す
る
こ
と
に
、
決
定
し
た
も
の
で

す
。
O
市
の
諸
施
設
に
お
け
る
洗
剤
の
使
用

要
領
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

台
所
用

・
洗
た
く
用
と
も
に
共
通
で

す。
。
リ
ン
酸
塩
を
含
ま
ず
、

A
B
S
(ア

ル
キ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム
)
や
、
L
A
S
(
直
鎖
型
ア

ル
キ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム
)
を
含
ま
な
い
も
の
を
使
用

す
る
。

。
天
然
の
純
植
物
(
動
物
)
性
油
脂
を

原
料
と
し
た
も
の
を
、
使
用
す
る
。

つ
ま
り
「
石
け
ん
(粉
石
け
ん
)」
を
、

主
に
使
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

粉
石
け
ん
と
い
う
と
、
合
成
洗
剤
の

サ
ラ
サ
ラ
し
た
箱
詰
め
の
も
の
を
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
こ
の
サ
ラ
サ
ラ
性
は
、

助
剤
と
し
て
入
っ
て
い
る
リ
ン
等
の
性

質
に
よ
る
も
の
で
す
。
石
け
ん

(粉
石

け
ん
)
と
合
成
洗
剤
の
違
い
に
つ
い
て

は
、
本
質
的
な
も
の
が
あ
っ
て
、
後
程

説
明
し
ま
す
。

。
洗
剤
の
歴
史
は
・

•••
•• 

私
た
ち
の
生
活
の
中
で
洗
た
く
を
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
大
切
な
こ
と
で
す
。
清
潔
で
快
適

な
く
ら
し
の
欲
求
を
充
た
し
て
く
れ
る

も
の
の
一
つ
に
洗
剤
が
あ
る
わ
け
で
す
。

環
境
保
全
上
、
幾
多
の
問
題
が
あ
る

合
成
洗
剤
に
い
た
る
ま
で
、
洗
た
く
の

内
容

・
方
法
と
洗
剤
自
身
は
、
時
代
の

流
れ
と
と
も
に
、
幾
多
の
変
遷
も
あ
り

ま
す
。多
種
多
様
の
繊
維
に
対
応
す
る
暮
し

の
智
恵
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

-
口

l
マ
時
代
の
初
期
に
「
サ
プ
ル
の

丘
」
で
、
羊
を
焼
い
て
、
神
に
供
え
る

風
習
が
あ
り
、
し
た
た
り
落
ち
た
脂
と
、

木
の
灰
(
ア
ル
カ
リ
性
分
)
と
か
ら
、

自
然
に
石
け
ん
が
で
き
、
ロ
ー
マ
市
民

の
人
々
は
、
「
汚
れ
を
落
と
す
不
思
議
な

土
」
と
し
て
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。

ソ
ー
プ

(ω
。呂

)
l石
け
ん
の
名
は
、

「
サ
プ
ル
」
か
ら
生
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

-
八
世
紀
以
降
は
、
諸
外
国
で
石
け
ん

が
作
ら
れ
た
が
貴
重
品
と
さ
れ
、
洗
た

く
に
は
、
果
実
の
実
や
、
米
の
と
ぎ
汁

な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

-
+
六
世
紀
こ
ろ
に
は
、

1
5
4
3
年

宣
教
師
た
ち
の
土
産
と
し
て
初
め
て
日

本
に
持
ち
込
ま
れ
、
当
時
の
武
将

・
富

豪
た
ち
は
、
財
宝
扱
い
を
し
て
い
ま
し

た
。
-
十
九
世
紀
初
こ
ろ
は
、
我
が
国
で
も
、

石
け
ん
が
一
般
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

-
二
十
世
紀
に
は
、
い
よ
い
よ
「
石
油

を
原
料
と
し
た
合
成
洗
剤
」
が
つ
く
ら

れ
て
、
大
量
に
普
及
し
ま
し
た
。
が
、

同
時
に
環
境
汚
染
等
の
問
題
も
お
こ
り

ま
し
た
。

第
一
次
大
戦
中
の
天
然
の
動
植
物
油

脂
が
不
足
し
た
た
め
、
合
成
洗
剤
の
開

発
が
早
ま
っ
た
わ
け
で
す
が
、
我
が
国

に
お
い
て
は
、
昭
和
お
年
こ
ろ
か
ら
石

油
類
等
を
原
料
と
し
た
合
成
洗
剤
が
生

産
さ
れ
は
じ
め
、
や
が
て
石
け
ん
の
生

産
量
を
上
廻
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
日

年
こ
ろ
に
な
り
ま
す
と
、
何
万
ト
ン
も

生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
石
け
ん
の
生
産
量
の
約
6
倍
に
あ

た
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
合
成
洗
剤
が
電
化
さ

れ
た
洗
た
く
機
に
よ
く
な
じ
み
、

一
般

消
費
者
に
利
便
性
、
豊
富
な
種
類
、
強

い
洗
浄
力
等
い
く
つ
か
の
優
れ
た
面
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す。。
合
成
洗
剤
の
環
境
へ
の
影
響
等
は
・:
。

合
成
洗
剤
は
、
便
利
で
実
用
的
な
の

で
す
が
、
環
境
保
全
等
い
く
つ
か
の
大

き
な
問
題
が
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
も

現
状
な
の
で
す
。
あ
き
ら
か
な
も
の
は
、

ω河
川
に
お
け
る
発
協
現
象
。

(
こ
れ
は
合
成
洗
剤
の
成
分
を
か
え

る
こ
と
で
解
決
し
ま
し
た
。)

ω補
助
剤
と
し
て
含
ま
れ
る
「
リ
ン
酸

塩
」
に
よ
る
河
川

・
海
域
等
の
富
栄

養
化
の
促
進
。

ω使
用
方
法
な
ど
に
よ
り
、
皮
膚
障
害

を
お
こ
す
人
が
い
ま
す
。

洗
た
く
に
は
、
洗
剤
が
使
わ
れ
ま
す
。

洗
剤
は
、
も
の
に
し
み
込
む
力
(
侵
透

力
)
や
、
油
と
水
に
な
じ
む
力
(
乳
化

力
)
を
も
っ
た
界
面
活
性
剤
の
働
き
を

利
用
し
て
汚
れ
を
落
と
し
ま
す
。

界
面
活
性
剤
の
A
B
S
(
ア
ル
キ
ル

ベ
ン
ゼ
ン
ス
ル
フ
ォ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
)

は
、
河
川
等
で
、
生
物
分
解
し
に
く
い

た
め
、
「
政
公
害
」
で
、
問
題
に
な
っ
た

わ
け
で
す
。

そ
こ
で
分
解
さ
れ
や
す
い
、

L
A
S

(
直
鎖
型
ア
ル
キ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
ス
ル
ホ

ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
)
や
高
級
ア
ル
コ
ー

ル
系
の
も
の
が
、
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、補
助
剤
と
し
て
の
「
リ
ン
」

に
つ
い
て
は
、
未
解
決
の
こ
と
も
多
く

国
の
指
導
で
低
リ
ン
化
が
行
わ
れ
、
ま

た
業
界
で
は
、
一部
無
リ
ン
化
が
行
わ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
補
助
剤
と
し
て
の
「
リ
ン
酸
塩
」

は
、
微
生
物
の
栄
養
源
と
な
る
た
め
、

水
質
の
富
栄
養
化
の
一
原
因
と
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま

す。
河
川
や
、
湖
や
海
域
の
栄
養
分
が
増

え
ま
す
と
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
藻
の
異

常
発
生
が
お
こ
り
、
水
中
の
酸
素
を
う

ば
っ
て
、
魚
を
住
め
な
く
し
た
り
、
堆

積
物
を
く
さ
ら
せ
た
り
し
ま
す
。
し
か

し
、
赤
潮
が
ど
の
よ
う
に
し
て
発
生
す

る
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
解
明
が
な
さ
れ

て
い
な
い
の
も
現
状
で
す
。
合
成
洗
剤

か
ら
排
出
さ
れ
る
「
リ
ン
」
の
量
は
、

全
体
か
ら
み
れ
ば
必
ず
し
も
多
量
で
な

い
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら

市
の
施
設
で
は
、

5
月
1
日
か
ら
前
記

の
よ
う
に
決
め
た
わ
け
で
す
。

皮
膚
障
害
等
に
つ
い
て
は
、
合
成
洗

剤
は
洗
浄
力
が
強
く
、
脂
肪
分
が
落
ち

て
し
ま
う
た
め
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
重
守

の
人
が
、
手
荒
れ
や
か
ぶ
れ
を
お
こ
す

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
(
つ
づ
く
)

参
考
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献
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a
E〉
県
民
ス
ポ
ー
ツ

大
学
校
開
設

広
く
県
民
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機

会
を
与
え
、
自
ら
実
践
す
る
ス
ポ
ー
ツ

へ
の
導
入
を
は
か
り
「
県
民
一
人
一
ス

ポ
ー
ツ
」
の
飛
躍
的
推
進
を
は
か
る
こ

と
を
目
指
し
、
次
の
ス
ポ
ー
ツ
大
学
校

が
、
来
る
8
月
2
日

ω、
当
市
で
も
開

設
さ
れ
ま
す
。

市
民
多
数
の
参
ノ
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。参加
申
込
み
は
、

7
月
お
日
ま
で
に
、

市
教
委
体
育
課
(
E
n
|
2
2
0
0
内

線
3
1
0
)
ま
た
は
、
市
総
合
体
育
館

(E
n
-
-
2
6
3
)
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い

マ
開
催
日

マ

種

目

マ

会

場

マ

対

象

マ

時

間

8
月
2
日
出

健
康
体
操

総
合
体
育
館

婦
人
午
後
1
時
ぬ
分
1
4
時
ぬ

分健
康
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

竹
腰
美
代
子

マ
講

師

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
/

第
2
田
市
長
杯
争
奪

市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

7
月
日
日
制

午
前
9
時
よ
り

場
市
総
合
体
育
館

別
o

男
子
の
部
:
:
:
同
歳
以
上

の
男
子
(
た
だ
し
学
生
は

含
ま
な
い
)

。
女
子
の
部
:
:
:
日
歳
以
上

の
女
子

マ

種

目

9

人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

マ
申
込
み
方
法

7
月
日
日
ま
で
に
市

総
合
体
育
館
へ
申
込
み
く

だ
さ
い
。

マ
開
催
日

マ
ム
云
マ
種

な
お
、
抽
選
会
は
、
総
合

体
育
館
で
7
月
日
日
午
後

6
時
鈎
分
よ
り
行
い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
市
教
委
体
育
課

(g
n
|
2
2
0
0
 

内
線
3
1
0
)

市
総
合
体
育
館
(
g

n
l
1
2
6
3
)
 

市
民
軟
式
テ
ニ
ス
教
室
を

開
催
受
講
生
募
集
/

7
月
6
日
、
日
日
、
幻
日

8
月
3
日
、
口
日
、
弘
日
、

白
日
、

9
月
7
日
、
毎
週

日
曜
日
、
計
7
回

午
前
9
時
l
ロ
時

マ
会
場
市
営
コ
ー
ト

マ
参
加
資
格
市
内
に
、
在
住
ま
た
は

勤
務
さ
れ
る
一
般
男
女

5
0
0
円

初
名
(
先
着
順
)

市
教
委
体
育
課
ま
た
は
市

総
合
体
育
館
ま
で

受
講
者
は
、
軟
式
用
ラ
ケ

ッ
ト
等
を
ご
持
参
く
だ
さ

マ
期

日

マ
受
講
料

マ

定

員

マ
申
込
み

マ
そ
の
他

7
月
の
ス
ポ
ー
ツ
ニ
よ
み

(3柑日1 
27 25 20 19 13 13 

( 6 日円) (日日)~ 幽日 ( 日日) 出日 ( 日日) ( 日円) 
日

大全市小学校協水

大会ツ富県山
育大£z=』2第9 

ポニ球野 会レ|市長

球大全市体年少野・大金ボルl体市ゲ・iニ大全ス体市軟式
ニス体硬市式・研修全l 年少団市ス 行

年野球少団ボスl 市体全民
大ル会1フスソ軟式E さ部ゐ広長

大ポルl杯争奪パ
大会 リポ 事

I I 名
トテ トテ テダツ

ルi室温水プ内

市
域全内ン吉

市宮コ学校中各西部・
総合体育館
校小学各本ン吉 古市 A市邑"- 乙z』z 

営 ド回 江ドグ田 コ
ほグ コ

球 かラ
ト| 東部 吉島 ラ | 士曇

場 市ウ ウト

一
ト

-
8
月
の
歩
こ
う
会
・

8
月
の
歩
こ
う
会
は
、
3
日
に
角
川

ダ
ム
方
面
へ
行
き
ま
す
。

新
宿
の
総
合
庁
舎
前
、
午
前
8
時
日

分
発
鹿
熊
行
き
の
パ
ス
に
乗
り
、
大
熊

|
白
倉
|
鹿
熊
と
歩
き
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
集
合
場
所
は
、
総
合

庁
舎
前
で
す
か
ら
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

(
昼
食
持
参
)

(8) 

婦
人
市
民
大
学
講
座

(第
7
回
)

7
月
日
日
幽

午
後
1
時
ぬ
分
i
3
時

初
分
村
木
公
民
館

富
山
職
業
訓
練
短
期
大

学
校
産
業
教
育
研
究

室
長
木
村
浩
一

マ
テ
ー
マ
「
合
成
洗
剤
」

マ
定
員
印
名
(
先
着
順
、
入
場

無
料
)

富
山
職
業
訓
練
短
期
大

学
校
魚
津
市
教
育
委
員
会

魚
津
市
連
合
婦
人
会

魚
津
商
工
会
議
所

新
川
青
年
会
議
所

新
川
経
済
倶
楽
部

マ
日
時

マ
場
所

マ
講
師

マ
主
催

マ
協
賛

「
月
刊
教
育
の
森
」
の
紹
介

市
民
の
皆
さ
ん
、
洗
足
学
園
魚
津
短

期
大
学
教
授
池
田
弥
三
郎
先
生
が
、
当

市
に
お
ら
れ
る
問
、
こ
の
月
刊
誌
に
(新

連
載
)
魚
津
だ
よ
り
を
、
掲
載
し
て
お

ら
れ
ま
す
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第

3
木
曜
日
に
、
市
民
相
談

室
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
相
談
日
は
、
げ
日

で
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
納
め

に
く
い
方
は
免
除
の
手
続
き
を
・
-

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
一
か
月
三
、

免
除
さ
れ
る
と
老
齢
年
金
は
そ
の
分

七
七
O
円
で
す
が
、
失
業
し
て
所
得
が
だ
け
、
減
額
さ
れ
ま
す
が
、
障
害
年
金

な
か
っ
た
り
、
火
災
な
ど
災
害
に
あ
っ
や
母
子
年
金
な
ど
に
つ
い
て
は
、
納
め

た
り
な
ど
し
て
家
計
が
苦
し
く
保
険
た
人
と
同
様
に
受
給
権
が
つ
き
ま
す
の

料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
任
意
加
入
で
、
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
い
つ

さ
れ
た
方
を
除
き
、
白
山
に
よ
っ
て
保
て
滞
納
に
せ
ず
、
市
役
所
の
国
民
年
金

険

料

が

免

除

さ

れ

ま

す

。

の

窓

口

で

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

免
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
免
除
申
免
除
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
は
、

請
の
手
続
き
が
必
要
で
す
が
、
7
月
末
日
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
そ
の
当
時
の
保

日
ま
で
に
手
続
き
を
す
れ
ば
、
4
月
分
険
料
額
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

か
ら
来
年
3
月
分
ま
で
の
保
険
料
を
免
が
で
き
ま
す
。

除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ん

け

偶

さ

う

配

奥

を

の

の

ど

そ

ン

な

、

生

マ

給

と

学

一

恩

人

の

リ

、

る

部

ラ

金

れ

間

サ

年

う

者

国

一

①

②

③

 

55年度国民年金

保険料第 1期分

(4.5.6月分)の

納め忘れはない

か今一度確かめ

てください。

-年金の請求年齢と支給率

老齢年金は、 65歳になって市町村役場に請

求すれば支給されますが、希望すれば、 60歳

以上ならばし、つでも年金が請求されます。60

歳から64歳の間で年金を請求すると減額され

(く りあげ支給)、66歳以上で請求すると増額

されます。(くりさげ支給)

ただし、一旦年金を請求されますと、年金

額の支給給率は一生かわらなくなります。

また、くりさげ支給を希望する場合は、 65

歳にな る前に、その旨届け出なくてはなりま

せん。

65歳で年金請求一→ 年金額 100%

66歳のとき請求→112%

67歳 11 →126%

68歳 11 →143%

69歳 11 →164%

70歳 11 →188%

60歳のとき請求→58%

61歳 11 →65%

62歳 11 →72%

63歳 11 →80%

64歳 11 →89%

加入の申出をし疋とき。

奥
さ
ん
も
年
金
を
・
・
・
... 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、
ご
主

人
が
職
場
で
加
入
し
て
お
ら
れ
る
厚
生

年
金
や
共
済
年
金
な
ど
か
ら
、
あ
る
程

度
の
年
金
の
保
障
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
年
老
い
た
と

き
や
、
災
難
に
あ
っ
た
と
き
の
生
活
を

さ
さ
え
る
に
は
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
奥
さ
ん
も
国
民
年
金
に
加

入
し
て
自
分
の
年
金
を
お
持
ち
に
な
っ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

加
入
し
ま
す
と
、
将
来
ご
主
人
は
厚

生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
か
ら
年
金
が

う
け
ら
れ
、
奥
さ
ん
は
国
民
年
金
か
ら

年
金
が
う
け
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、

夫
婦
そ
ろ
っ
て
卓
岳
年
金
を
、
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
思
わ
ぬ
災
難
に
あ
っ
た
と
き

は
、
障
害
年
金
や
母
子
年
金
な
ど
が
う

け
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
の
年
金
を
、
つ
け
る
に
は
、

き
め
ら
れ
た
期
間
「
保
険
料
」
を
納
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
奥
さ
ん
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し

な
か
っ
た
期
間
も
配
偶
者
期
間
と
し
て

通
算
さ
れ
、
大
変
年
金
が
う
け
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

一
か
月
=一
、七
さ
円
で
、
あ
な
た
も
し
あ

わ
せ
な
明
日
を
ひ
ら
い
て
く
だ
さ
い
。

(く りさげ支給)

暮明そつ 年金 ねん I 
でき!
つん!

るノ、 標 1
ろ語 i

し~? I 

去っ i 

(く りあげ支給)

日
月
1
日
国
勢
調
査

国
勢
調
査
は
、
我
が
国
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し
て
行

わ
れ
る
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
、

全
国
の
人
口
、
世
帯
数
だ
け
で
な
く
、

男
女
別
、
年
齢
別
、
産
業
別
、
職
業

別
な
ど
の
人
口
の
構
成
や
世
帯
の
構

成
を
明
ら
か
に
し
て
、
国

・
県

・
市

の
政
治
や
行
政
は
も
ち
ろ
ん
一
般
の

会
社
、
団
体
や
大
学
、
研
究
機
関
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
貴
重
な
資

料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
、
調
査
員
が
皆
様
方
を
訪
れ
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
し
い
貯
蓄
標
語

の
募
集

貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
で
は
、
省

資
源

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
代
、
生

活
を
見
直
そ
う
と
い
う
気
運
を
一
層

盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
、
生
活
の
見

直
し
に
よ
る
家
計
の
健
全
化
と
貯
蓄

の
重
要
性
を
強
調
す
る
新
し
い
標
語

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

官
製
ハ
ガ
キ
1
枚
に
標
語
1
点
と

応
募
者
の
氏
名
、
住
所
(
郵
便
番
号
)
、

職
業
、
年
齢
を
記
入
し
て
干

m墓尽

都
中
央
区
日
本
橋
本
石
町

2
1
2
1

1
日
本
銀
行
内
「
貯
蓄
増
強
中
央
委

員
会
」
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
締
切

り
は
7
月
出
日
消
印
の
も
の
ま
で
有

効
で
、
特
選
1
点
5
万
円
、
佳
作
叩

点
各
1
万
円
で
す
。

(9) 
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⑧
⑥
⑤
⑨
 

勤
労
青
少
年
の
福
祉
を
は
か
る
と
と
も

に
、
職
業
人
と
し
て
成
長
す
る
よ
う
に

国
民
こ
ぞ
っ
て
こ
れ
を
激
励
す
る
た
め

の
日
で
す
。
国
及
び
県
で
は
、
こ
の
日

に
ふ
さ
わ
し
い
行
事
を
開
催
し
ま
す
か
、

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
次
の
よ

う
な
記
念
事
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
参

加
希
望
者
は
、
勤
堂
同
少
年
ホ
ー
ム
(
宮

n
|
4
3
3
0
)

へ。

マ
期
日

7
月
初
日
制

マ
行
先
パ
ス
ハ
イ
ク
(
高
山
方
面
)

マ
定
員
印
名

マ
会
費

5
0
0
円

マ
申
込
み
締
切
日

7
月
ロ
日

-
市
民
会
館
大
ホ
l
ル
催
し
物

画大会無科ま 念刊2発0北睦高中日 背年祭 2第6 

祭祭宵年前夜 2魚津市第園6 大会女流量
映んが 年周記

魚津市回

30日付d 6日(日) 5日仕) 1日ω。
午後 午前 午後 午前
1時 8時30分 7時30分 9時40分

無料(整理券) 無料 無料 700円

」 ー

社本主 新思宮 付毒金害責 術保金存 典芸本古目

-
市
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
だ
よ
り

毎
年
7
月
の
第
三
土
曜
日
は
、
勤
労

青
少
年
福
祉
法
で

「
勤
労
青
少
年
」

の

日
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は

魚津善意銀行へのご寄伺
(敬称略)

-
日
年
度
目
ミ
リ
映
写
技
術

講
習
会
案
内

日
ミ
リ
映
写
技
術
を
習
得
し
て
、
職

場
や
社
会
教
育
活
動
等
の
場
で
活
躍
さ

10，000円

20，000円

150，000円

50，000円

5，000円

30，000円

2，000円

50，000円

30，000円

694円

50，000円

10，000円

100，000円

30，000円

3，000円

20，000円

古切手 350枚

早崎 順有山

島.崎時計庖 中央通り二丁目

高島専太郎三ヶ

宮島清峯新金屋一丁目

棚橋利佳中央通二丁目

黒田正作北鬼江

大野昭二上村木一丁目

岡崎 清中央通り一丁目

河合ハル新金屋一丁目

古川博明小川寺

山越六郎天神町'新
ぬ.山県移動商業組合
J!I!'I、民田畑l削佳 山、千石町

林 賢一新角川一丁目

林 実経田中町

友田道治新角川二丁目

菊川 芳松 吉島

匿 名

畠平 幸{乍 東京都江東区大島

魚津美容組合有志

ta41535主言語巧弘法主55主~~笑 29 ， 500円
吉本力di 上口二丁目 30，000円

小沢 達三 友道 10，000円

欄大沢京呉服卸代表大沢信子友道 50，000円

魚津市新町 2区婦人会
代表沢田須美子 新角川一丁目

吉田健治諏訪町 100，000円

広沢育男滑、追分 100，000円

増沢静枝上口二丁目 50，000円

新日本宗教団体連合会北陸支部富山県 30，000円
協議会会長吉岡大十郎富、西大泉町

中島長治火の宮町 塩鮭 10本

スズケ ン労働組合 富、黒崎 さんけん茶 1箱
/¥イ、ノックス 60足

大布施青年団黒、大布施金屋 色紙 10枚

加梢富士グループ 相の木りんご 30kg

富山花王製品販売鮒 富、呉羽町野口字角地図 洗たく粉liか

油本政二 新角川 一丁目 鮮魚、 15kg

日本海綿業附 富、飯野ベッドサイ ドテーブル5台

れ
る
方
々
の
た
め
に
、
次
の
要
領
で
講

習
会
を
実
施
し
ま
す
か
ら
、
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
申
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

7
月
お
日
開
i
訂
日
嗣
4
日

問
、
毎
日
午
後
6
時
1
9
時

マ
場
所
市
教
育
セ
ン
タ
ー
(
宮
⑫
l

2
4
9
5
)
住
吉
2
7
0
1

マ
申
込
み
方
法
市
教
委
社
会
教
育
課

ま
た
は
市
教
育
セ
ン
タ

マ
免
許
証
単
位
修
得
者
に
は
、
検
定

の
上
、
合
格
者
に
県
教
育
委

員
会
か
ら
免
許
証
を
交
吋

マ
そ
の
他
添
付
用
写
真
初
×
初
ミ
リ

-
枚
、
テ
キ
ス
ト
代
千
円
ほ

ど
必
要
で
す
。

-
「
ア
イ
の
シ
グ
ナ
ル
ヘ
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
寄
贈

6
月
9
日
に
、
魚
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
よ
り
、
目
の
不
自
由
な
方
た
ち
の

た
め
の
「
ア
イ
の
シ
グ
ナ
ル
」
が
印
個

5，000円

10，000円

新JlIつ、ィーラへのご寄付
(敬称略)

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

ア
イ
の
シ
グ
ナ
ル
は
、
目
の
不
自
由

な
方
が
、
横
断
歩
道
な
ど
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
協
力
を
お
願
い
す
る
時
に
用

い
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
は
、
「
手
を
お
か
し
く
だ
さ

い
U

と
い
う
文
字
板
が
付
い
て
お
り
、

ピ
1
ピ
ー
と
い
う
愛
ら
し
い
シ
グ
ナ
ル

が
鳴
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
イ
の
シ
グ
ナ
ル
の

「ア
イ
」
と
は
、

英
語
の
目
と
、
愛
と
を
か
け
た
も
の
で

す
。
街
か
ど
で
こ
の
シ
グ
ナ
ル
を
お
聞

き
に
な
り
ま
し
た
ら
、
小
さ
な
愛
を
目

の
不
自
由
な
方
た
ち
の
た
め
に
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

-
警
察
官
募
集
(
大
学
卒
)

富
山
県
警
察
で
は
、
民
年
4
月
採
用

の
笹
位
互
呂
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
採
用
ヱ
ヱ
疋
人
員
約
必
名

マ
願
書
受
付

7
月
1
日
ω
1
7
月
初
日
出

的

司を

固定資産税第2期分

国民健康保険税第1期分

納期限 7月31日

銅線刻イ34.マ
試
験
日

・
場
所

8
月
3
日
制

マ
受
験
資
格

大
学
を
卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
、

日
年
3
月
末
ま
で
に
卒
業
す
る
見

込
み
の
人
。

年
齢

H
m年
4
月
1
日
現
在
で
お
歳

歳
未
満
の
男
子
。

。
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
警
察
署

ま
た
は
派
出
所
、
駐
在
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

魚
津
警
察
署

宮
μ
|
1
3
3
3

富
山
中
部
高
校

-
暑
中
見
舞
は
が
き
発
売

い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
の
到
来
で
す
。

友
人
や
知
人
な
ど
か
ら
暑
中
見
舞
や

涼
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
旅
先
か
ら
の
便

り
を
い
た
だ
く
の
は
、
大
変
う
れ
し
い

も
の
で
す
。

今
年
も
7
月
1
日
か
ら
暑
中
見
舞
用

は
が
き
が
発
売
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
家

族
の
近
況
や
、
旅
先
、
夏
祭
り
な
ど
の

話
題
を
添
え
た
便
り
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

魚
津
郵
便
局

。1)
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7
月
1
8
月

V
母
親
学
級
(
B
コ
l
ス
)

広報うおづ

マ
今
月
の
内
容

・
映
画
H
産
後
の
健
康
、
家
族
計
画

・
歯
の
衛
生
日
子
供
の
丈
夫
な
歯
は
妊

娠
中
に
つ
く
ら
れ
る
。

・
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養

・
妊
婦
の
栄
養
診
断

-
分
衡
の
生
理
(
医
師
に
よ
る
講
話
)

.
赤
ち
ゃ
ん
の
保
育

映
画
、
も
く
浴
、
衣
服
、
あ
つ
か
い

方
な
ど
。

・
昼
食
、
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
産
休
に
入
っ
て
い
る
方
は
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

V
乳
幼
児
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
・
B
C
G
接
種

マ
該
当
者
H
満
3
か
月
か
ら
3
歳
ま
で

の
乳
幼
児
で
、
今
ま
で
に
1
回
も
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
受
け
て
い
な
い

人
。

@
7月
が
最
終
実
施
会
場
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
も
れ
な
く
受
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

4
歳
児
に
な
る

と
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

マ
接
種
す
る
時
の
注
意

熱
の
あ
る
人
、
特
に
湿
し
ん
な
ど
ま
ん

延
性
の
皮
膚
病
の
人
は
、
医
師
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
③
麻
し
ん
(
ハ
シ
カ
)

の
予
防
接
種
後
1
か
月
の
間
隔
を
あ
け

て
く
だ
さ
い
。

マ
実
施
日

本 経 村 道 天 力日
上野方 布施西

{主 坪
1名区1包

江 国 木 下 神 機 =Et 2 聖F

1月7 6 1月7 5 1月7 5 1月7 5 1月7 4 
刷月日7 9 

月7 
月9 7 月8 7 月7 7 

、、J

戸~

9 ル実

制日 (刈日 tB ぬ 伏日) 明日} 嗣日 附日 (必日 例日) 
クリ

ふ〆 施

1月7 8 1月7 7 1月7 7 月17 7 1月7 6 1月7 1 
月7 
1月7 1 1月7 0 月7 9 

B 

11 C 日

幽日 付日4 t対日 附日 制日 幽日 幽日 幽日 付日4 附日 G 

館本江ハ民白 館領a経会図t ホムl勤労青年少 下iA 民館A 盈 天神公民館 カ械F 民館A 日 主1民後西車イ学 学校住吉IJ、 主役
1弘2 

ま~

マ
受
付
時
間
H
各
自
と
も
午
後
1
時
ぬ

分
1
2
時

マ
接
種
当
日
は
、

・
朝
と
畳
の
体
温
は
、
で
き
る
だ
け
自

宅
で
計
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

・
母
子
健
康
手
帳
、
印
鑑
を
持
参
く
だ

さ
い
。

V
乳
児
検
診

月8 7 月8 1 2月7 4 1月7 0 月4 7 
月

(*l日 ~日 付4日 外4日 ~日
日

時21午f時1 圭 時1l0 午時前9 時21時午後1 1 侍21f午時j1 t 時1i0 午前時9 イ時13u1寸，ι 1 1 . 

1自毎にる児1lでにま日7ML  !児3 闘可ι 

8 

制2置る官まEか見3 日 世古2るまZA官か見3 回
8 
N 

か 力、

月 月
象

児 児

11 " 11 11 保鎚戸斤 魚i~~、 A コ'"
1場

マ
3
か
月
児
検
診
時
に
、
股
関
節
脱
き

ゅ
う
検
診
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

V
一
歳
六
か
月
児
検
診

マ
お
子
さ
ん
愛
用
の
お
も
ち
ゃ
や
歯
ブ

ラ
シ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

V
三
歳
児
検
診
対

象

6
月
初
日
ま
で
に

3
歳
に
な
っ
た
幼
児

7
月
時
日
ま
で
に

3
歳
に
な
る
幼
児

7
月
幻
自
ま
で
に

3
歳
に
な
る
幼
児

マ
場
所
H
魚
津
保
健
所

マ
受
付
H
午
後
l
時
i
2
時

V
住
民
検
診
日
程

月8 6 月8 1 月8 1 3月7 1 3月7 1 3月7 0 3月7 0 2月7 9 2月7 9 2月7 8 2月7 8 2月7 8 2月7 5 月17 8 1月7 8 月7 7 7 月7 月7 7 月7 7 
月

制日 幽日 幽日 附日 同日 嗣日 b日付 伏日) (刈日 開日) 開日) 開日) 掛日 掛日 掛日 伺日) 開日) 。目1) 。目1) 日

午誓時3分0午暫時3分0 3分時;0午時干3分0 3分時2S103分午宵時9 0 可3分時3S0午3分後時1 ο 時3分1自ο2午前時3分9 0 時333午後時分2 0 時3分1自02午宵時3分9 首0 42 3分時E'01荷時午3分9 0 q 3時分3S03午後時分2 0 時22午4 鈎分後 3時分2S01 午U時3分9 百0 時122午商時3分9 習0 却時分zS 泊分午後時a 時131午却分n時9 q 時田分3S 午f時3 jE 品3分S0午後品3分0 3分1時a1午E 時羽分 時E303午前時分9 0 
時

1111 

書
本八館江民白 訪神社諏 市会館民 魚津市Z所9: F 片貝E館..... ξ 校古学 大光雲民館 1積館民《品回 民館印図~ 

上民館E 進坂八民館白 館有ハ民山h 検伐ノ館民ムベ 東民館山自民
A出民電，車A 、白

寺弥源戸民館おハ民館図ム
aコit

場

@ @ @ @ @ @ @ @ @ 

V
成
人
病
教
室
の
お
知
ら
せ

マ
日
時
H
8月
6
日
附

9
時
l
u時

マ
場
所
H
魚
津
保
健
所

マ
内
容
H
講
義
「
高
血
圧
に
つ
い
て
」
所

長
、
映
画
(
脳
卒
中
の
予
防
)
、

高
血
圧
食
の
実
習
と
試
食
、

血
圧
測
定
及
び
個
別
相
談

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、
費
用
は
無

料
で
す
。

(12) 

。診療時間は、いずれも午

前9時から午後5時まで。

上
口
二
丁
目

電
@
1
3
6
1
9

友

道

合

@
1
1
3
5
5

下
村
木
町

合

@
1
3
2
1
0

江

口

合

@
1
3
4
8
6

火
の
宮
町

告

@
1
1
7
4
8

灯
時
一
回
一
寺
崎
医
院

日
日
一
回
一
扇
谷
医
院

;11212 
内沢|ナ魚|内河
科口 I，~空|科内
医 1;;;U: I病
院 |ム亨|院

中
華
人
民
共
和
国
展
覧
会

が
開
催
さ
れ
ま
す

8
月
3
日
同
よ
り
M
日
制
ま
で
石
川

県
金
沢
市
に
お
い
て
中
国
展
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
の
展
覧
会
は
、
中
国
の
経
済
、
社

会
、
文
化
等
各
分
野
の
現
状
を
広
く
紹

介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
両
国
の
相
互
理

解
を
深
め
、
友
好
親
善
に
役
立
て
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
前
売
券
、
そ
の
他
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
商
工
観
光
課
ま

た
は
商
工
会
議
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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V
健
康
相
談
と
健
康
体
操

オB日Std i毎週 En 日44 i毎E主 {刈月日8 5 俗曲2月目7 5 
2月7 2 2月7 1 

(火)1月日7 5 {火}1 月日7 5 {刈月日7 8 {刈月8 日7 
月

{刈日 UI)日 日

1時1E 午諸時10 官
1dI時1FF 0 1 
時3 6 午後時2 牛後時3 午車略 3分時2S013分午諸1時0 官0 午後時3 午毘時 時3 午後4 時3 2 午後時1 3崎分E10 宮3午時分ο 勾後時3E 午薗時23 智0 

時

時11 
間

事量江 事岳 語。重市最 枚皇雪E二

百

?TE 2 葺信市量喪 魚19壁i:1長院
百

有S西量餓也Z 事長 t綬 会

耳E ヨ主
場

医自在第市台 道l災管似病成食人 i理突管開病成人食 祭医師診1 
相E炎神栴蘭σコ有 理開災管病成人食

備

考

V
栄
養
指
導
車
巡
回
お
知
ら
せ

16 16 15 157 月
日 日 日 日月
附 附 (刈 (刈 日

3時3i0午後3時1 0 
』午持前10 
1 午後

1 午前時10 
時

3時303時1 0 
1時2 時12 

間
分分 分分

東尾崎ハ民館ム 下新木民館1:: 保良作宅里巣沢 本作毛山藤尾日

マ
内
容
H
家
族
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

(保
健
婦
)
・減
塩
食
(
栄
養
士
)
試
合
弓

7月1日から

市
営
キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
プ
ン

マ
展
望
と
環
境

ω谷
間
な
れ
ど
北
西
に
松
倉
城
祉

が
展
望
で
き
る
。

ω真
下
に
角
川
の
清
流
、
新
大
熊

橋
及
び
、
ダ
ム
サ
イ
ド
の
一
部

が
望
め
る
。

ω環
境
は
非
常
に
よ
い
。

マ
設
備

・
便
所
(
ブ
ロ
ッ
ク
建
)

・
炊
事
場

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
で
き
る

広
場
あ
り

マ
申
込
み
利
用
す
る
と
き
は
、

2

日
前
ま
で
に
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
に
申
込
み
承

認
を
受
け
て
か
ら
利
用
下
さ
い
。

市営キャンプ場案内図

ゴ
ミ
を
出
さ
れ
る
と
き
は
、

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

わ
た
し
た
ち
の
家
庭
か
ら
出
る
ご
み

は
年
々
増
え
る
一
方
で
す
。

こ
れ
か
ら
夏
場
に
か
け
て
集
積
場
所

の
汚
れ
が
目
立
ち
、
悪
臭
が
ひ
ど
く
な

り
ま
す
。
ま
た
日
常
家
庭
で
使
用
し
て

い
る
塗
料
、
殺
虫
剤
、
整
髪
用
の
ス
プ

レ
ー
式
容
器
、
ま
た
コ
ン
ロ
、
ラ
イ
タ

ー
用
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
等
の
容
器
類
を
収

集
す
る
際
、
こ
れ
か
ら
特
に
暴
発
、
発

火
の
危
険
が
高
ま
り
ま
す
の
で
、
各
家

庭
で
ご
み
を
出
さ
れ
る
と
き
は
、
次
の

こ
と
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

。
ご
み
は
可
燃
物
、
不
燃
物

(金
物
類
、

陶
器
類
)
を
分
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収

集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い。

。
収
集
日
以
外
は
絶
対
に
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

。
生
ご
み
の
水
切
り
は
十
分
に
。

。
ス
プ
レ
ー
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
等
の
容
器
は

中
の
ガ
ス
を
完
全
に
抜
く
か
、
ま
た
は
め

ん
ど
う
で
も
穴
を
あ
け
て
出
し
て
下
さ
い
。

O
集
積
場
所
は
い
つ
も
清
潔
に
し
て
く

だ
さ
い
。

H

集
積
場
所
周
辺
の
人

一

の
身
に
な
り

収
集
す
る
人

こ
れ
ら
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

豊
か
な
美
し
い
自
然
を
守
り
ま
し
ょ
う
/

7
月
は
、
つ
ゆ
あ
け
と
と
も
に
、
い

ろ
ん
な
ご
み
が
目
立
ち
、
ま
た
病
害
虫

が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。

一
人
一
人
が
、
豊
か
な
魚
津
市
の
自

然
環
境
を
保
護
し
H

健
康
で
明
る
く
美

し
い
住
み
よ
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
環
境
を
守
る
よ
う
看
板
を

立
て
た
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
り

し
て
、
不
法
に
ご
み
を
捨
て
な
い
よ
う

巡
視
し
て
い
ま
す
。
美
し
い
自
然
を
守

り
、
住
み
よ
い
清
ら
か
な
環
境
と
豊
か

な
郷
土
を
築
く
た
め
、
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

。
河
川
や
海
岸
に
、
ご
み
を
捨
て
な
い

で
く
だ
さ
い
(
特
に
発
ぼ
う
ス
チ
ロ
ー
ル
、

ナ
イ
ロ
ン
類
は
、
目
立
つ
だ
け
で
な
く
、

沿
岸
漁
業
に
、
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。)
も
し
捨
て

る
の
を
見
か
け
ら
れ
た
ら
す
ぐ
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
で
き
れ
ば
市
役
所
、
警
察

署
等
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

(13) 
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その件。ふるさとの文化財
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